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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のシート保持手段を有する画像形成装置であって、
　印刷で使用するシートをユーザが選択可能なシート選択画面であって、前記複数のシー
ト保持手段の一部のシート保持手段の情報をユーザに提示する選択リストを含むシート選
択画面を表示する表示手段と、
　前記複数のシート保持手段のうち、シートが不足したシート保持手段を特定する特定手
段とを有し、
　前記表示手段は、前記特定手段によって特定されたシート保持手段の情報を含む選択リ
ストを最初に提示した状態で、前記シート選択画面を表示することを特徴とする画像形成
装置。
【請求項２】
　前記表示手段は、前記シート選択画面において、前記一部のシート保持手段の情報を、
他のシート保持手段の情報に変更するためのオブジェクトをさらに表示することを特徴と
する請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記表示手段は、シートが不足したシート保持手段の情報を強調した状態で、前記シー
ト選択画面を表示することを特徴とする請求項１または２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記選択リストには、それぞれのシート保持手段に設定されているシートに関する情報
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が提示されることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記シートに関する情報には、シートのサイズとシートの種類とが含まれることを特徴
とする請求項４に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記シートに関する情報には、シートの坪量がさらに含まれることを特徴とする請求項
５に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　複数のシート保持手段を有する画像形成装置の制御方法であって、
　印刷で使用するシートをユーザが選択可能なシート選択画面であって、前記複数のシー
ト保持手段の一部のシート保持手段の情報をユーザに提示する選択リストを含むシート選
択画面を表示する表示工程と、
　前記複数のシート保持手段のうち、シートが不足したシート保持手段を特定する特定工
程とを有し、
　前記表示工程では、前記特定工程で特定されたシート保持手段の情報を含む選択リスト
を最初に提示した状態で、前記シート選択画面を表示することを特徴とする画像形成装置
の制御方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の画像形成装置の制御方法をコンピュータに実行させるためのプログラ
ム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置と画像形成装置の制御方法、及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複写機やプリンタ等の画像形成装置では、印刷を行う際の様々な画像処理や印刷
済の用紙の後処理に関する機能設定の他に、実際に印刷を行う用紙をユーザが選択できる
ようにしている。また、普通紙や厚紙など用紙の紙質を示す数百種類の用紙タイプの中か
ら、印刷の機能設定に応じた用紙タイプを選択できるようにした画像形成装置も提案され
ている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２４３３１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した画像形成装置においては、図１のような用紙選択画面を表示し、その画面に表
示された用紙サイズや用紙タイプのアイコンを指示して、ユーザが目的の給紙段を選択し
ている。
【０００５】
　また、ＰＯＤ（Ｐｒｉｎｔ　Ｏｎ　Ｄｅｍａｎｄ）環境など印刷関連の業種では、画像
形成装置に予め登録された用紙タイプをユーザが使用するのではなく、用紙の名称や坪量
をカスタマイズして得られた用紙タイプをユーザが使用するケースが想定される。
【０００６】
　用紙サイズや用紙の名称及び坪量等、用紙の詳細情報に基づいて、複数の給紙段の中か
ら目的の給紙段を選択する場合、例えば、図２のように複数の給紙段に収容された用紙の
情報をリスト形式で表示することが考えられる。しかし、ＰＯＤ環境で使用される画像形
成装置は１０種類以上の給紙段を備える場合もあり、図２のような画面では、全ての給紙
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段の情報を確認するためには、ページ送りやスクロールなどのユーザによる操作が必要と
なる。このため、表示の一覧性が悪く、給紙段の選択に時間がかかってしまう等の問題も
ある。
【０００７】
　本発明の目的は、上記従来技術の問題点を解決することにある。
【０００８】
　本発明の目的は、複数のシート保持手段のうち、シートが不足したシート保持手段が含
まれる選択リストを最初に提示した状態で、シート選択画面を表示する技術を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために本発明の一態様に係る画像形成装置は以下のような構成を備
える。即ち、
　複数のシート保持手段を有する画像形成装置であって、
　印刷で使用するシートをユーザが選択可能なシート選択画面であって、前記複数のシー
ト保持手段の一部のシート保持手段の情報をユーザに提示する選択リストを含むシート選
択画面を表示する表示手段と、
　前記複数のシート保持手段のうち、シートが不足したシート保持手段を特定する特定手
段とを有し、
　前記表示手段は、前記特定手段によって特定されたシート保持手段の情報を含む選択リ
ストを最初に提示した状態で、前記シート選択画面を表示することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、ユーザは、複数のシート保持手段の中から、シートが不足したシート
保持手段を素早く見つけることができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】従来の用紙選択画面の一例を示す図。
【図２】従来の画像形成装置の操作部に表示される用紙選択画面の一例を示す図。
【図３】本発明の実施形態１に係る画像形成システムの全体構成図。
【図４】実施形態１に係る画像形成システムの主要部である画像形成装置の構成を示すブ
ロック図。
【図５】実施形態１に係る画像形成装置の操作部の構成を示す図。
【図６】実施形態１に係る給紙デッキ３０６～３１５に格納された用紙を管理するための
給紙デッキ管理テーブルの一例を示す図。
【図７】実施形態１に係る自動用紙選択モードで「用紙選択」キーが押下された場合に表
示される用紙選択画面の画面遷移の一例を示す図。
【図８】実施形態１に係る給紙デッキ指定モードで「用紙選択」キーが押下された場合に
表示される用紙選択画面の画面遷移の一例を示す図。
【図９】実施形態１に係る給紙デッキ指定モードで指定した給紙デッキを引き出した場合
に表示される用紙選択画面の画面遷移の一例を示す図。
【図１０】実施形態１において、印刷中に用紙なしが発生した場合に表示される用紙選択
画面の画面遷移の一例を示す図。
【図１１】実施形態１において、印刷中に最適用紙なしが発生した場合に表示される用紙
選択画面の画面遷移の一例を示す図。
【図１２】実施形態１に係る画像形成装置における処理手順を説明するフローチャート。
【図１３】実施形態１に係る画像形成装置における処理手順を説明するフローチャート。
【図１４】実施形態２に係る、タブ紙印字モードで表示される用紙選択画面の画面遷移の
一例を示す図。
【図１５】実施形態２に係る、ＯＨＰ中差しモードで表示される用紙選択画面の画面遷移
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の一例を示す図。
【図１６】実施形態２に係る、表紙モードで表示される用紙選択画面の画面遷移の一例を
示す図。
【図１７】実施形態２に係る画像形成装置の処理手順を示すフローチャート。
【図１８】本発明の実施形態２に係る表示管理テーブルの一例を示す図。
【図１９】実施形態３において、操作部の設定／登録キーを押下した際に表示される設定
／登録画面の画面遷移の一例を示す図。
【図２０】実施形態３において、「用紙タイプのグループで表示する」モードが設定され
ている場合の用紙選択画面の画面遷移の一例を示す図。
【図２１】実施形態３における、「用紙サイズのグループで表示する」モードが設定され
ている場合の用紙選択画面の画面遷移の一例を示す図。
【図２２】実施形態３における、「異なる用紙タイプを考慮する」モードが設定されてい
る場合の用紙選択画面の画面遷移の一例を示す図。
【図２３】実施形態３における、「異なる用紙サイズを考慮する」モードが設定されてい
る場合の用紙選択画面の画面遷移の一例を示す図。
【図２４】実施形態３に係る画像形成装置の処理手順を示すフローチャート。
【図２５】実施形態３に係る表示管理テーブルの一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、添付図面を参照して本発明の実施形態を詳しく説明する。尚、以下の実施形態は
特許請求の範囲に係る本発明を限定するものでなく、また本実施形態で説明されている特
徴の組み合わせの全てが本発明の解決手段に必須のものとは限らない。
【００１３】
　［実施形態１］
　図３は、本発明の実施形態１に係る画像形成システムの全体構成図である。
【００１４】
　図３において、画像形成システム３００は、画像入力デバイスであるスキャナ３０１、
画像出力デバイスであるプリンタ３０２、操作部３０３、フィニッシャ３０４、給紙アク
セサリ３０５を備えている。尚、同図では、給紙デッキ（給紙部）３０６～３１５が画像
形成システム３００に設けられている例を示しているが、その台数は問わない。
【００１５】
　図４は、実施形態１に係る画像形成システムの主要部である画像形成装置の構成を示す
ブロック図である。この画像形成装置は、図１のスキャナ３０１、プリンタ３０２及び操
作部３０３を含んでおり、コントローラユニット４００により制御される。尚、図４にお
いて、図３と共通する部分は同じ記号で示している。
【００１６】
　コントローラユニット４００は、スキャナ３０１、プリンタ３０２と接続し、一方では
ＬＡＮ４１１、公衆回線（ＷＡＮ）４１６と接続することで、画像情報やデバイス情報の
入出力を行う。
【００１７】
　コントローラユニット４００において、ＣＰＵ４０１は、この画像形成装置全体の制御
を司るものであり、操作部３０３に対し後述の各種選択画面を表示させる制御を行う。ま
た、ＣＰＵ４０１は、ＨＤＤ４０４からＲＡＭ４０２に展開されたプログラムに基づいて
、後述のフローチャートに示す処理を実行する。ＲＡＭ４０２は、ＣＰＵ４０１が動作す
るためのシステムワークメモリであり、画像データを一時記憶する画像メモリでもある。
またＲＡＭ４０２には、操作部３０３から設定された給紙段、印刷及び画像処理の機能設
定（タブ紙印刷、ＯＨＰ中差し、表紙等の設定）、後述する表示管理テーブルの情報等が
保存される。ＲＯＭ４０３はブートＲＯＭで、システムのブートプログラムを格納する。
ハードディスクドライブ（以下、ＨＤＤ）４０４は、システムソフトウェア、画像データ
、各種情報を格納する。またＨＤＤ４０４には、後述する給紙デッキ管理テーブルの情報
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や用紙選択画面のデフォルト表示の方法等が格納されている。電源オン時には、ＲＯＭ４
０３のブートプログラムにより、ＨＤＤ４０４にインストールされているＯＳやプログラ
ムなどがＲＡＭ４０２に展開され、ＣＰＵ４０１による制御処理が可能になる。
【００１８】
　ＶＲＡＭ４０５は、ＣＰＵ４０１により生成され、操作部３０３の後述する画面に表示
される画像データを記憶する。操作部Ｉ／Ｆ４０６は、ＣＰＵ４０１と操作部３０３との
インタフェースを司るものであり、ＶＲＡＭ４０５に記憶された画像データを操作部３０
３に対して出力する。また操作部Ｉ／Ｆ４０６は、ユーザが操作部３０３から入力した情
報をＣＰＵ４０１に伝える役割を有する。ネットワークＩ／Ｆ４１０は、ＬＡＮ４１１と
接続して情報の入出力を行う。モデム４１５は公衆回線４１６に接続され、公衆回線４１
６との間で情報の入出力を行う。イメージバスＩ／Ｆ４０９は、システムバス４０７と画
像バス４０８とを接続し、データ構造を変換するバスブリッジである。システムバス４０
７には、以上説明したデバイスが接続されている。
【００１９】
　画像バス４０８は、画像データを高速で転送するバスであり、ＰＣＩバス又はＩＥＥＥ
１３９４である。画像バス４０８には以下のデバイスが配置されている。ラスタイメージ
プロセッサ（以下、ＲＩＰ）４１７は、ＰＤＬ（ページ記述言語）コードをビットマップ
イメージに展開する。デバイスＩ／Ｆ４１２は、コントローラユニット４００とスキャナ
３０１及びプリンタ３０２とを接続し、画像データの同期系／非同期系の変換を行う。ス
キャナ画像処理部４１８は、スキャナ３０１から入力された画像データに対して、補正、
加工、編集等を行う。プリンタ画像処理部４１９は、プリンタ３０２に出力する画像デー
タに対して、補正、解像度変換等を行う。画像回転部４１３は、画像データの回転を行う
。画像圧縮部４１４は、多値画像データに対して、ＪＰＥＧによる圧縮／伸張処理を行う
。また画像圧縮部４１４は、二値画像データに対して、ＪＢＩＧ，ＭＭＲ，ＭＨによる圧
縮／伸張処理を行う。
【００２０】
　スキャナ３０１は画像入力デバイスであり、原稿から画像データを読み取り、コントロ
ーラユニット４００に出力する。プリンタ３０２は画像出力デバイスであり、コントロー
ラユニット４００の制御に基づき、用紙に画像を印刷する。またプリンタ３０２は、給紙
デッキ３０６（図３）を備えており、給紙デッキ３０６から給紙された用紙に印刷する処
理を行う。更にプリンタ３０２は、配線により、フィニッシャ３０４と給紙アクセサリ３
０５に接続されている。フィニッシャ３０４は、プリンタ３０２から搬送される印刷済の
用紙に対してソート／ステイプル等の後処理を施す。給紙アクセサリ３０５は、図３に示
すように給紙デッキ３０７～３１５を備えており、給紙デッキ３０７～３１５に格納され
た用紙を給紙して、プリンタ３０２に用紙を搬送する処理を行う。
【００２１】
　図５は、実施形態１に係る画像形成装置の操作部３０３の構成を示す図である。
【００２２】
　図５において、操作部３０３は、表面にタッチパネルシート５０１が貼り付けられた表
示部５０２と、ハードキーであるスタートキー５０３、ストップキー５０４、リセットキ
ー５０５、テンキー群５０６、設定／登録キー５０７を備えている。表示部５０２には、
コントローラユニット４００のＣＰＵ４０１の制御により、後述する各種画面及びソフト
キー等が表示される。
【００２３】
　ユーザにより表示部５０２に表示されたソフトキーの表示部分が押されると、その位置
情報がＣＰＵ４０１に伝達される。ここでは、ユーザがタッチパネルシート５０１を介し
てソフトキーを指示し、ＣＰＵ４０１によりソフトキーが押されたと判定することを、説
明上、ソフトキーの押下と呼ぶ。スタートキー５０３は、原稿の読取動作を開始させるた
めに用いられる。ストップキー５０４は、実行中の動作を止めるために用いられる。リセ
ットキー５０５は、操作部３０３の設定を初期化する際に用いられる。テンキー群５０６
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は、数値の入力を行う際に用いられる。設定／登録キー５０７は、後述の設定／登録画面
を表示する際に用いられる。
【００２４】
　図６は、実施形態１に係る給紙デッキ３０６～３１５に格納された用紙（シート）を管
理するための給紙デッキ管理テーブルの一例を示す図である。
【００２５】
　図６において、給紙デッキ管理テーブルには、給紙デッキＩＤ、用紙サイズ、用紙タイ
プ、名称、坪量、用紙残量の給紙デッキ情報が登録されている。給紙デッキＩＤは、給紙
デッキを管理するためのＩＤで、給紙デッキ３０６～３１５の各給紙デッキを特定してお
り、給紙デッキ３０６～３１５に対応してＩＤは「１」～「１０」となっている。用紙サ
イズは、給紙デッキＩＤが示す給紙デッキから給紙する用紙のサイズを示す情報であり、
給紙デッキで検知した用紙サイズが登録されている。用紙タイプは、給紙デッキＩＤが示
す給紙デッキから給紙する用紙の紙種を示す情報であり、給紙デッキから給紙した用紙に
印刷を行う際には、その給紙デッキＩＤに対応する用紙タイプ（紙種）の印刷制御パラメ
ータに従った条件で印刷を行う。名称は、給紙デッキＩＤが示す給紙デッキから給紙する
用紙の名称を示す情報であり、ユーザが用紙を区別し易いように任意の文字列を登録でき
る。坪量は、給紙デッキＩＤが示す給紙デッキから給紙する用紙の坪量を示す情報であり
、この坪量に応じて、ユーザが用紙の定着条件を変更する。用紙残量は、給紙デッキＩＤ
が示す給紙デッキに格納されている用紙の残量を示す情報であり、対応する給紙デッキで
検知した用紙残量が給紙デッキ管理テーブルに登録される。このように給紙デッキ管理テ
ーブルは、給紙デッキに格納されたシートの情報と、給紙デッキの情報とを関連付けて記
憶している。
【００２６】
　次に、実施形態１に係る画像形成装置の操作部３０３の表示部５０２に表示される各種
画面について図７～図１１を参照しながら説明する。
【００２７】
　図７は、実施形態１において、自動用紙選択モードで「用紙選択」キーが押下された場
合に表示される用紙選択画面の画面遷移の一例を示す図である。
【００２８】
　７１０では、コピーのメイン画面（以下、コピー基本画面）において給紙デッキを指定
しない自動用紙選択モードが設定された状態にある。この状態で、ＣＰＵ４０１が「用紙
選択」キー７０１が押下されたことを検出すると、７１１で示す用紙選択画面（１ページ
目）を表示する。
【００２９】
　用紙選択画面７１１では、給紙デッキＩＤの「１」～「５」の順に、給紙デッキ管理テ
ーブルに登録された給紙デッキＩＤ、用紙残量アイコン、用紙の向きアイコン、用紙サイ
ズ、名称及び坪量が、リスト形式で表示されている。また用紙選択画面７１１では、自動
用紙選択モードが設定された状態にあることを示すため、「自動用紙選択」キー７０２が
反転表示されている。
【００３０】
　尚、用紙選択画面７１１において、給紙デッキの選択は、各給紙デッキが表示されてい
る行を押下することによってなされる。また、ユーザは、給紙デッキを選択した後、画面
右下の「ＯＫ」キー７０５を押下することで、自動用紙選択モードを解除して、７１０の
コピー基本画面に戻る。
【００３１】
　用紙選択画面７１１で、ＣＰＵ４０１がページ送りキー７０３が押下されたことを検出
すると、７１２で示す用紙選択画面（２ページ目）を表示する。用紙選択画面７１２では
、給紙デッキＩＤ「６」～「１０」の順に、給紙デッキ管理テーブルに登録された各給紙
デッキの詳細情報がリスト形式で表示されている。また用紙選択画面７１２で、ＣＰＵ４
０１がページ戻りキー７０４が押下されたことを検出すると、前述の７１１で示す用紙選
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択画面（１ページ目）を表示する。また用紙選択画面７１１もしくは７１２で、ＣＰＵ４
０１が「ＯＫ」キー７０５が押下されたことを検出すると用紙選択画面を閉じて７１０で
示すコピー基本画面に戻る。このような表示制御を行うことにより、ユーザが所望する用
紙が収容された給紙デッキを選択して印刷を行わせることができる。
【００３２】
　図８は、実施形態１において、給紙デッキ指定モードで「用紙選択」キーが押下された
場合に表示される用紙選択画面の画面遷移の一例を示す図である。
【００３３】
　図８のコピー基本画面８１０では、給紙デッキＩＤが「９」の給紙デッキ３１４からの
給紙を指定したモードが設定された状態にある。コピー基本画面８１０で、ＣＰＵ４０１
が「用紙選択」キー８０１が押下されたことを検出すると、用紙選択画面の表示ページ数
を算出し、図８の８１１の用紙選択画面（２ページ目）を表示する。即ち、給紙デッキＩ
Ｄが「９」の給紙デッキ３１４が選択されているため、給紙デッキ３１４の給紙デッキ情
報が含まれる図７の７１２に対応する２ページ目の用紙選択画面を表示する。
【００３４】
　用紙選択画面８１１では、給紙デッキＩＤが「９」の給紙デッキ３１４からの給紙を指
定したモードが設定された状態にあることを示すため、給紙デッキＩＤが「９」に対応す
る行８０２が反転表示されている。
【００３５】
　用紙選択画面８１１において、ユーザは画面右上の「自動用紙選択」キー８０３を押下
した後、画面右下の「ＯＫ」キー８０６を押下することで、給紙デッキ指定モードを解除
し、自動用紙選択モードに切り替えることができる。また８１１で、ＣＰＵ４０１がペー
ジ戻りキー８０４が押下されたことを検出すると、８１２で示す、１ページ目の用紙選択
画面を表示する。更に、８１２で、ＣＰＵ４０１がページ送りキー８０５が押下されたこ
とを検出すると、８１１の用紙選択画面（２ページ目）を表示する。また、８１１もしく
は８１２で、ＣＰＵ４０１が「ＯＫ」キー８０６が押下されたことを検出すると、用紙選
択画面が閉じられて、コピー基本画面８１０に戻る。
【００３６】
　図９は、実施形態１において、給紙デッキ指定モードで指定した給紙デッキを、ユーザ
が引き出した場合に表示される用紙選択画面の画面遷移の一例を示す図である。
【００３７】
　図９のコピー基本画面９１０では、給紙デッキＩＤが「９」の給紙デッキ３１４からの
給紙を指定したモードが設定された状態にある。コピー基本画面９１０の状態で、ＣＰＵ
４０１が給紙デッキ指定モードで指定した給紙デッキが引き出されたことを検出すると、
前述と同様にして用紙選択画面の表示ページ数を算出し、９１１で示す用紙選択画面を表
示する。
【００３８】
　用紙選択画面９１１では、給紙デッキＩＤが「９」の給紙デッキ３１４が引き出されて
いるため、用紙選択画面（２ページ目）が表示され、給紙デッキＩＤが「９」に対応する
行９０１に、給紙デッキＩＤと空の用紙残量アイコンのみが表示されている。また用紙選
択画面９１１では、「自動用紙選択」キー９０２や給紙デッキが選択されていない状態で
、この用紙選択画面を閉じることができないように、「ＯＫ」キー９０３が網掛けで表示
されて「ＯＫ」キー９０３の操作を受付けないようにしている。
【００３９】
　そして用紙選択画面９１１で、ＣＰＵ４０１が給紙デッキ３１４が装着されたことを検
出すると、９１２で示す用紙選択画面のように、給紙デッキＩＤが「９」に対応する行９
０１の給紙デッキ情報を表示し、その行を反転表示する。そして用紙選択画面９１２で、
ＣＰＵ４０１が「ＯＫ」キー９０３が押下されたことを検出すると、給紙デッキＩＤ「９
」の給紙デッキが選択された状態で用紙選択画面を閉じて、コピー基本画面９１０に戻る
。
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【００４０】
　図１０は、実施形態１において、印刷中に用紙なしが発生した場合に表示される用紙選
択画面の画面遷移の一例を示す図である。
【００４１】
　コピー基本画面１０１０において、給紙デッキＩＤが「９」の給紙デッキ３１４からの
給紙を指定したモードが設定された状態にある。この状態で、ＣＰＵ４０１が操作部３０
３のスタートキー５０３が押下されたことを検出すると、印刷処理を開始すると共に、１
０１１で示すように、実行中ダイアログを表示する。
【００４２】
　ここで、印刷中に用紙なしエラーが発生した場合、ＣＰＵ４０１は用紙なしが発生した
給紙デッキを特定すると共に、用紙選択画面の表示ページ数を算出し、１０１２で示すよ
うな用紙選択画面を表示する。用紙選択画面１０１２では、給紙デッキＩＤが「９」の給
紙デッキ３１４で用紙なしが発生したことになるので、給紙デッキ３１４の給紙デッキ情
報を含む２ページ目の用紙選択画面が表示され、給紙デッキＩＤ「９」に対応する行１０
０１が反転表示されている。また用紙選択画面１０１２では、用紙なしが発生した給紙デ
ッキを選択している状態で印刷処理を再開できないように「ＯＫ」キー１００２が網掛け
表示され、「ＯＫ」キー１００２の操作を受付けないことを示している。
【００４３】
　そして用紙選択画面１０１２で、ＣＰＵ４０１が、給紙デッキ３１４に用紙が補給され
たことを検出すると、用紙選択画面を閉じて、１０１３で示すように、実行中ダイアログ
を表示する。そして、１０１３で、ＣＰＵ４０１が印刷処理が完了したことを検出すると
、実行中ダイアログを閉じてコピー基本画面１０１０に戻る。
【００４４】
　図１１は、実施形態１において、印刷中に最適用紙（最適シート）なしが発生した場合
に表示される用紙選択画面の画面遷移の一例を示す図である。
【００４５】
　コピー基本画面１１１０では、給紙デッキを指定しない自動用紙選択モードが設定され
た状態にある。この状態で、ＣＰＵ４０１が、操作部３０３のスタートキー５０３が押下
されたことを検出すると、印刷処理を開始すると共に、１１１１で示すように、実行中ダ
イアログを表示する。
【００４６】
　ここで、印刷中に最適用紙なしのエラーが発生した場合、ＣＰＵ４０１は、第２候補の
給紙デッキを特定すると共に、用紙選択画面の表示ページ数を算出し、１１１２で示す用
紙選択画面を表示する。用紙選択画面１１１２では、そのエラーから復帰できる第２候補
の給紙デッキとして、給紙デッキＩＤが「１０」の給紙デッキ３１５が選択されている。
よって、給紙デッキ３１５の給紙デッキ情報を含む２ページ目の用紙選択画面が表示され
、給紙デッキＩＤ「１０」に対応する行１１０１と「自動用紙選択」キー１１０２が反転
表示されている。そして、この状態で、ＣＰＵ４０１が「ＯＫ」キー１１０３が押下され
たことを検出すると、用紙選択画面を閉じて、１１１３で示すように、実行中ダイアログ
を表示する。１１１３の状態で、ＣＰＵ４０１が印刷処理が完了したことを検出すると、
実行中ダイアログを閉じてコピー基本画面１１１０に戻る。
【００４７】
　次に、本実施形態１の画像形成装置における特徴的な処理手順について図１２及び図１
３のフローチャートを参照して説明する。
【００４８】
　図１２は、実施形態１に係る画像形成装置における処理手順を説明するフローチャート
である。この処理手順を実行するプログラムは、コントローラユニット４００のＲＯＭ４
０３もしくはＨＤＤ４０４に格納されており、ＣＰＵ４０１により必要時に実行される。
図１２では、印刷処理を開始するまでの用紙選択画面の表示を中心に説明している。
【００４９】
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　図１２において、まずＳ１２０１で、ＣＰＵ４０１は、操作部３０３の表示部５０２に
コピー基本画面を表示し、ユーザからの入力待ちに移行する。ユーザがコピー基本画面を
使用して操作部３０３から入力を行った場合はＳ１２０２に進み、ＣＰＵ４０１は、「用
紙選択」キーが押下されたかどうかを判定する。「用紙選択」キーが押下されたときはＳ
１２０３に進み、図７の７１１や図８の８１１に示す用紙選択画面を表示する。一方、Ｓ
１２０２で「用紙選択」キーが押下されていないと判定した場合はＳ１２１８に進み、Ｃ
ＰＵ４０１は、給紙デッキの引き出しを検知したか否かを判定する。Ｓ１２１８で給紙デ
ッキの引き出しを検知したと判定した場合はＳ１２１９に進み、ＣＰＵ４０１は、ＨＤＤ
４０４から呼び出した図６に示す給紙デッキ管理テーブルの情報を更新してＨＤＤ４０４
に格納してＳ１２２０に進む。一方、Ｓ１２１８で給紙デッキの引き出しを検知していな
いと判定した場合、ＣＰＵ４０１はＳ１２１７に処理を進める。Ｓ１２２０で、ＣＰＵ４
０１は、給紙デッキ指定モードで指定した給紙デッキが引き出されているか否かを判定す
る。Ｓ１２２０で給紙デッキ指定モードで指定した給紙デッキが引き出されていると判定
した場合はＳ１２０３に進み、ＣＰＵ４０１は、ＨＤＤ４０４から給紙デッキ管理テーブ
ルの情報を呼び出す。一方、Ｓ１２２０で給紙デッキ指定モードで指定した給紙デッキが
引き出されていないと判定した場合、ＣＰＵ４０１は、Ｓ１２１７に処理を進める。
【００５０】
　Ｓ１２０３で、ＣＰＵ４０１は、ＨＤＤ４０４から給紙デッキ管理テーブルの情報を呼
び出した後Ｓ１２０４に進む。Ｓ１２０４でＣＰＵ４０１は、装着されている給紙デッキ
の数と用紙選択画面に表示可能な給紙デッキ情報の数とから、用紙選択画面の最大ページ
数（ＭＡＸ）を算出する。次にＳ１２０５に進み、ＣＰＵ４０１は、自動用紙選択モード
か、給紙デッキ指定モードかを判定する。Ｓ１２０５で給紙デッキ指定モード、即ち、給
紙デッキが指定されていると判定した場合はＳ１２０６に進み、ＣＰＵ４０１は、給紙デ
ッキＩＤと用紙選択画面に表示可能な給紙デッキ情報の数から、用紙選択画面に表示する
表示ページ数Ｎを算出する。ここでは前述の図８のように、給紙デッキＩＤ「９」が選択
されていると、用紙選択画面に表示可能な給紙デッキ情報の数（ここでは５）とから、表
示する表示ページ数Ｎを２と決定する。一方、Ｓ１２０５で自動用紙選択モード、即ち給
紙デッキの指定がないと判定した場合はＳ１２０８に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙選択画
面の表示ページ数Ｎを「１」と決定する。
【００５１】
　こうしてＳ１２０６或いはＳ１２０８を実行した後Ｓ１２０７に進み、ＣＰＵ４０１は
、図７の７１１や図８の８１１に示す用紙選択画面を、操作部Ｉ／Ｆ４０６を介して操作
部３０３に表示させる。
【００５２】
　その後、Ｓ１２０９に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙選択画面のページ送りキー（７０３
或いは８０５）が押下されたか否かを判定する。Ｓ１２０９で用紙選択画面のページ送り
キーが押下されたと判定した場合はＳ１２１１に進み、ＣＰＵ４０１は、表示ページ数Ｎ
が最大ページ数（ＭＡＸ）よりも小さいか否かを判定する。Ｓ１２１１で、表示ページ数
Ｎが最大ページ数ＭＡＸよりも小さいと判定した場合はＳ１２１２に進み、ＣＰＵ４０１
は、Ｎに１を加えたページ数を表示ページ数ＮとしてＳ１２０７に処理を進める。一方、
Ｓ１２１１で表示ページ数Ｎが最大ページ数ＭＡＸよりも小さくないと判定した場合は、
ＣＰＵ４０１は、Ｓ１２０７に処理を進める。
【００５３】
　またＳ１２０９で、用紙選択画面のページ送りキーが押下されていないと判定した場合
はＳ１２１０に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙選択画面のページ戻りキー（７０４或いは８
０４）が押下されたか否かを判定する。ここで用紙選択画面のページ戻りキーが押下され
たと判定した場合はＳ１２１４に進み、ＣＰＵ４０１は、表示ページ数Ｎが２以上である
か否かを判定する。Ｓ１２１４で、表示ページ数Ｎが２以上であると判定した場合はＳ１
２１５に進み、ＣＰＵ４０１は、Ｎから１を減じたページ数を表示ページ数ＮとしてＳ１
２０７に処理を進める。一方、Ｓ１２１４で、表示ページ数Ｎが２以上でないと判定した
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場合は、ＣＰＵ４０１はＳ１２０７に処理を進める。
【００５４】
　一方、Ｓ１２１０で、用紙選択画面のページ戻りキーが押下されていないと判定した場
合はＳ１２１３に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙選択画面の「ＯＫ」キーが押下されたか否
かを判定する。Ｓ１２１３で用紙選択画面の「ＯＫ」キーが押下されたと判定した場合は
Ｓ１２１６に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙選択画面により選択された給紙デッキを、印刷
に使用する給紙デッキと判別する。そして用紙選択画面を閉じててＳ１２１７に処理を進
める。一方、Ｓ１２１３で用紙選択画面の「ＯＫ」キーが押下されていないと判定した場
合、ＣＰＵ４０１はＳ１２０９に処理を進める。そしてＳ１２１７で、ＣＰＵ４０１は、
操作部３０３のスタートキー５０３が押下されたか否かを判定する。Ｓ１２１７でスター
トキー５０３が押下されたと判定した場合は、ＣＰＵ４０１はＳ１２２１に処理を進めて
印刷処理を実行する。一方、Ｓ１２１７で操作部３０３のスタートキー５０３が押下され
ていないと判定した場合、ＣＰＵ４０１は、Ｓ１２０１に処理を進め、ユーザからの入力
を待つ。
【００５５】
　このように実施形態１では、給紙デッキの数が多くて、給紙デッキ情報の一覧表示が画
面内に収まらない場合でも、指定された給紙デッキに対応する給紙デッキ情報を表示でき
るように一覧表示のページ数を決定できる。これにより、用紙選択画面において、ユーザ
は直ぐに、指定している給紙デッキに対応する給紙デッキ情報を確認できる。
【００５６】
　図１３は、実施形態に係る画像形成装置における処理手順を説明するフローチャートで
ある。この処理手順を実行するプログラムは、コントローラユニット４００のＲＯＭ４０
３もしくはＨＤＤ４０４に格納されており、ＣＰＵ４０１により必要時に実行される。図
１３のフローチャートは、図１２のＳ１２２１における印刷処理を開始した後の用紙選択
画面の表示を中心に説明している。
【００５７】
　まずＳ１３０１で、ＣＰＵ４０１は、印刷処理を開始する。この印刷処理を開始した後
Ｓ１３０２で、ＣＰＵ４０１は、図１０の１０１１や図１１の１１１１に示す実行中ダイ
アログを操作部Ｉ／Ｆ４０６を介して操作部３０３に表示させる。
【００５８】
　その後、Ｓ１３０３で、ＣＰＵ４０１は、用紙なしによる中断が発生したか否かを判定
する。Ｓ１３０３で用紙なしによる中断が発生したと判定した場合はＳ１３０４に進み、
ＣＰＵ４０１は、用紙なしが発生している給紙デッキを特定してＳ１３０５に進む。一方
、Ｓ１３０３で用紙なしによる中断が発生していないと判定した場合はＳ１３０６に進み
、ＣＰＵ４０１は、最適用紙なしが発生したか否かを判定する。Ｓ１３０６で、最適用紙
なしが発生したと判定した場合はＳ１３０７に進み、ＣＰＵ４０１は、自動用紙選択モー
ドの第２候補として給紙可能な給紙デッキを特定してＳ１３０５に進む。一方、Ｓ１３０
６で、最適用紙なしが発生していないと判定した場合、ＣＰＵ４０１はＳ１３２０に処理
を進める。
【００５９】
　Ｓ１３０５で、ＣＰＵ４０１は、ＨＤＤ４０４から給紙デッキ管理テーブルの情報を呼
び出す。その後Ｓ１３０８に進み、ＣＰＵ４０１は、装着されている給紙デッキの数と、
用紙選択画面に表示可能な給紙デッキ情報の数とから、用紙選択画面の最大ページ数（Ｍ
ＡＸ）を算出する。次にＳ１３０９に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙なしが発生した給紙デ
ッキもしくは第２候補の給紙デッキに該当する給紙デッキＩＤと、用紙選択画面に表示可
能な給紙デッキ情報の数から用紙選択画面の表示ページ数Ｎを算出する。この処理は前述
の図１２のＳ１２０６の場合と同じである。次にＳ１３１０に進み、ＣＰＵ４０１は、図
１０の１０１２や図１１の１１１２に示す用紙選択画面を操作部Ｉ／Ｆ４０６を介して操
作部３０３に表示させる。図１０の１０１２や図１１の１１１２では、用紙選択画面の表
示ページ数Ｎが「２」と決定されて、２ページ目の用紙選択画面が表示されている。
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【００６０】
　次にＳ１３１１に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙選択画面のページ送りキーが押下された
か否かを判定する。Ｓ１３１１で用紙選択画面のページ送りキーが押下されたと判定した
場合はＳ１３１３に進み、ＣＰＵ４０１は、表示ページ数Ｎが最大ページ数ＭＡＸよりも
小さいか否かを判定する。Ｓ１３１３で表示ページ数Ｎが最大ページ数ＭＡＸよりも小さ
いと判定した場合はＳ１３１４に進み、ＣＰＵ４０１は、Ｎに１を加えたページ数を表示
ページ数Ｎとして採用してＳ１３１０に処理を進める。一方、Ｓ１３１３で表示ページ数
Ｎが最大ページ数ＭＡＸよりも小さくないと判定した場合、ＣＰＵ４０１は、Ｓ１３１０
に処理を進める。
【００６１】
　一方、Ｓ１３１１で、用紙選択画面のページ送りキーが押下されていないと判定した場
合はＳ１３１２に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙選択画面のページ戻りキーが押下されたか
否かを判定する。Ｓ１３１２で、用紙選択画面のページ戻りキーが押下されたと判定した
場合はＳ１３１６に進み、ＣＰＵ４０１は、表示ページ数Ｎが２以上であるか否かを判定
する。Ｓ１３１６で、表示ページ数Ｎが２以上であると判定した場合はＳ１３１７に進み
、ＣＰＵ４０１は、Ｎから１を減じたページ数を表示ページ数Ｎとして採用してＳ１３１
０に処理を進める。一方、Ｓ１３１６で、表示ページ数Ｎが２以上でないと判定した場合
、ＣＰＵ４０１はＳ１３１０に処理を進める。
【００６２】
　またＳ１３１２で用紙選択画面のページ戻りキーが押下されていないと判定した場合は
Ｓ１３１５に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙補給もしくは用紙交換による自動再開が可能か
否かを判定する。ここで用紙補給もしくは用紙交換による自動再開が可能であると判定し
た場合はＳ１３１９に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙選択画面を閉じて、印刷処理を継続す
る。一方、Ｓ１３１５で、用紙補給もしくは用紙交換による自動再開が可能でないと判定
した場合はＳ１３１８に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙選択画面の「ＯＫ」キー（１００２
或いは１１０３）の押下による手動再開が可能か否かを判定する。Ｓ１３１８で、用紙選
択画面の「ＯＫ」キーの押下による手動再開が可能であると判定した場合は、「ＯＫ」キ
ーの押下によりＳ１３１９に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙選択画面を閉じ、印刷処理を継
続してＳ１３２０に進む。一方、Ｓ１３１８で、用紙選択画面の「ＯＫ」キー押下による
手動再開が可能でないと判定した場合、ＣＰＵ４０１はＳ１３１１に処理を進める。
【００６３】
　Ｓ１３２０で、ＣＰＵ４０１は、印刷処理が完了したか否かを判定する。Ｓ１３２０で
印刷処理が完了したと判定した場合、ＣＰＵ４０１はＳ１３２１に処理を進め、ＣＰＵ４
０１は、実行中ダイアログを閉じて、本処理を終了する。一方、Ｓ１３２０で印刷処理が
完了していないと判定した場合、ＣＰＵ４０１はＳ１３０３に処理を進める。
【００６４】
　以上説明したように本実施形態１によれば、給紙デッキの数が多くて、給紙デッキ情報
の一覧表示が画面内に収まらない場合でも、用紙なしを検出した給紙デッキ情報、或いは
候補の給紙デッキ情報を表示できるように一覧表示のページ数を決定できる。これにより
、ユーザは用紙選択画面でページ送りを行うことなく、用紙なしが発生した給紙デッキや
第２候補の給紙デッキが含まれる用紙選択画面を即座に確認できる。
【００６５】
　この結果、複数の給紙デッキの中からユーザが目的とする給紙デッキを素早く選択する
ことが可能となる。これにより、給紙段を選択する際のユーザの利便性及び作業効率を向
上させることが可能となる。
【００６６】
　［実施形態２］
　本発明の実施形態２は、上述した実施形態１に対して、以下の点において相違する。本
実施形態２のその他の要素は、前述の実施形態１（図３～図６）の対応するものと同一で
ある。また本実施形態２では、前述の実施形態１との差異について説明するものとし、実
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施形態１と同じ部分については説明を省略する。
【００６７】
　まず、画像形成装置の操作部３０３の表示部５０２に表示される各種画面について図１
４～図１６を参照しながら説明する。
【００６８】
　図１４は、実施形態２に係る、タブ紙印字モードで表示される用紙選択画面の画面遷移
の一例を示す図である。
【００６９】
　図１４のコピー基本画面１４１０で、ＣＰＵ４０１が「タブ紙印字」キー１４０１が押
下されたことを検出すると、タブ紙が格納された給紙デッキを特定すると共に、１４１１
で示すタブ紙印字画面を表示する。タブ紙印字画面１４１１では、タブ紙が格納された給
紙デッキとして給紙デッキＩＤが「３」の給紙デッキ３０８が選択された状態にある。ま
た、タブ紙印字画面１４１１において、タブ紙が格納された何れかの給紙デッキが選択さ
れている状態で、ユーザは画面右下の「ＯＫ」キー１４０７を押下することで、タブ紙印
字モードに切り替えることができる。
【００７０】
　またタブ紙印字画面１４１１で、ＣＰＵ４０１が「設定取消」キー１４０２が押下され
たことを検出すると、タブ紙印字画面１４１１を閉じて、１４１０のコピー基本画面に戻
る。また１４１１で、ＣＰＵ４０１が「変更」キー１４０３が押下されたことを検出する
と、１４１２で示す用紙選択画面（１ページ目）を表示する。１４１２では、給紙デッキ
ＩＤが「３」と「７」の給紙デッキにタブ紙が格納されているので、給紙デッキ管理テー
ブルに登録された各給紙デッキの詳細情報がリスト形式で、給紙デッキＩＤが「３」→「
７」→「１」→「２」→「４」の順に表示されている。また用紙選択画面１４１２では、
給紙デッキＩＤの「３」に対応する行１４０４が反転表示されている。また１４１２で、
ＣＰＵ４０１が「ＯＫ」キー１４０６が押下されたことを検出すると、用紙選択画面１４
１２を閉じてタブ紙印字画面１４１１を表示する。
【００７１】
　またタブ紙印字画面１４１１で、ＣＰＵ４０１が「ＯＫ」キー１４０７が押下されたこ
とを検出すると、タブ紙印字画面１４１１を閉じて、１４１３で示すコピー基本画面を表
示する。コピー基本画面１４１３では、タブ紙印字モードが設定された状態にあることを
示すため、「タブ紙印字」キー１４０１が反転表示されている。
【００７２】
　図１５は、実施形態２に係る、ＯＨＰ中差しモードで表示される用紙選択画面の画面遷
移の一例を示す図である。
【００７３】
　コピー基本画面１５１０で、ＣＰＵ４０１が「ＯＨＰ中差し」キー１５０１が押下され
たことを検出すると、ＯＨＰが格納された給紙デッキを特定すると共に、１５１１で示す
ＯＨＰ中差し画面を表示する。ＯＨＰ中差し画面１５１１では、ＯＨＰが格納された給紙
デッキとして給紙デッキＩＤが「６」の給紙デッキ３１１が選択された状態にある。
【００７４】
　またＯＨＰ中差し画面１５１１で、ＣＰＵ４０１が「設定取消」キー１５０２が押下さ
れたことを検出すると、ＯＨＰ中差し画面１５１１が閉じられて、コピー基本画面１５１
０に戻る。またＯＨＰ中差し画面１５１１で、ＣＰＵ４０１が「変更」キー１５０３が押
下されたことを検出すると、１５１２で示す用紙選択画面（１ページ目）を表示する。用
紙選択画面１５１２では、給紙デッキＩＤ「６」と「８」の給紙デッキにＯＨＰが格納さ
れている。よって、給紙デッキ管理テーブルに登録された各給紙デッキの詳細情報がリス
ト形式で、給紙デッキＩＤが「６」→「８」→「１」→「２」→「３」の順に表示されて
いる。また用紙選択画面１５１２では、選択されている給紙デッキＩＤ「６」に対応する
行１５０４が反転表示されている。また用紙選択画面１５１２で、ＣＰＵ４０１が「ＯＫ
」キー１５０６が押下されたことを検出すると、用紙選択画面１５１２を閉じてＯＨＰ中
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差し画面１５１１を表示する。
【００７５】
　１５１１で、ＣＰＵ４０１が「ＯＫ」キー１５０７が押下されたことを検出すると、Ｏ
ＨＰ中差し画面を閉じて、１５１３で示すコピー基本画面を表示する。１５１３では、Ｏ
ＨＰ中差しモードが設定された状態にあることを示すため、「ＯＨＰ中差し」キー１５０
１が反転表示されている。
【００７６】
　図１６は、実施形態２に係る、表紙モードで表示される用紙選択画面の画面遷移の一例
を示す図である。
【００７７】
　コピー基本画面１６１０で、ＣＰＵ４０１が「表紙」キー１６０１が押下されたことを
検出すると、厚紙１もしくは厚紙２が格納された給紙デッキを特定すると共に、１６１１
で示す表紙画面を表示する。表紙画面１６１１では、厚紙１もしくは厚紙２が格納された
給紙デッキとして給紙デッキＩＤが「１」の給紙デッキ３０６が選択された状態にある。
また、表紙画面１６１１において、厚紙１もしくは厚紙２が格納された何れかの給紙デッ
キが選択されている状態で、ＣＰＵ４０１が「ＯＫ」キー１６０９が押下されたことを検
出すると、表紙画面を閉じて、１６１３で示すコピー基本画面を表示する。コピー基本画
面１６１３では、表紙モードが設定された状態にあることを示すため、「表紙」キー１６
０１が反転して表示されている。
【００７８】
　また表紙画面１６１１で、ＣＰＵ４０１が「設定取消」キー１６０２が押下されたこと
を検出すると、表紙画面１６１１が閉じられてコピー基本画面１６１０に戻る。また表紙
画面１６１１で、ＣＰＵ４０１が「変更」キー１６０３が押下されたことを検出すると、
１６１２で示す用紙選択画面（１ページ目）を表示する。用紙選択画面１６１２では、給
紙デッキＩＤ「１」、「４」、「９」及び「１０」の給紙デッキに厚紙１もしくは厚紙２
が格納されている。従って、給紙デッキ管理テーブルに登録された各給紙デッキの詳細情
報がリスト形式で、給紙デッキＩＤが「１」→「４」→「９」→「１０」→「２」の順に
表示されている。また、用紙選択画面１６１２では、選択されている給紙デッキＩＤが「
１」に対応する行１６０４が反転表示されている。そして用紙選択画面１６１２で、ＣＰ
Ｕ４０１が「ＯＫ」キー１６０８が押下されたことを検出すると、用紙選択画面１６１２
を閉じて表紙画面１６１１を表示する。
【００７９】
　以上説明したように、選択された機能に応じて、該当する給紙情報の一覧を表示する際
、複数の給紙情報の中から、該当する給紙情報の一覧を優先的に表示させることにより、
ユーザが一覧表示のページ送りなどの操作を行うことを不要にしている。
【００８０】
　次に、本実施形態２に係る画像形成装置における特徴的な処理手順について図１７のフ
ローチャートと図１８を参照して説明する。
【００８１】
　図１７は、実施形態２に係る画像形成装置の処理手順を示すフローチャートである。こ
の処理手順を実行するプログラムは、コントローラユニット４００のＲＯＭ４０３もしく
はＨＤＤ４０４に格納されており、ＣＰＵ４０１により必要時に実行される。
【００８２】
　図１７において、まずＳ１７０１で、ＣＰＵ４０１は、操作部３０３の表示部５０２に
コピー基本画面を表示し、ユーザからの入力待ちに移行する。ユーザから操作部３０３に
より入力が行われた場合はＳ１７０２に進み、ＣＰＵ４０１は、図１４の１４１２や図１
５の１５１２に示す用紙選択画面の表示指示があったか否かを判定する。ここではコピー
基本画面で、「タブ紙印字」「ＯＨＰ中差し」「表紙」ボタンのいずれかが押され、更に
それに対応する画面（１４１１，１５１１，１６１１）で「変更」ボタンが押されたかど
うかを判定する。Ｓ１７０２で用紙選択画面の表示指示があったと判定した場合、ＣＰＵ
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４０１はＳ１７０３に処理を進める。一方、Ｓ１７０２で用紙選択画面の表示指示がない
と判定した場合、ＣＰＵ４０１はＳ１７２４に処理を進める。
【００８３】
　Ｓ１７０３で、ＣＰＵ４０１は、ＨＤＤ４０４から給紙デッキ管理テーブルの情報を呼
び出す。そしてＳ１７０４に進み、ＣＰＵ４０１は、装着されている給紙デッキの数と、
用紙選択画面に表示可能な給紙デッキ情報の数（ここでは５）とから、用紙選択画面の最
大ページ数（ＭＡＸ）を算出する。次にＳ１７０５に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙タイプ
の制限があるか否かを判定する。Ｓ１７０５で用紙タイプの制限があると判定した場合は
Ｓ１７０６に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙サイズの制限があるか否かを判定する。Ｓ１７
０６で用紙サイズの制限があると判定した場合はＳ１７０７に進み、ＣＰＵ４０１は、図
１８（Ａ）に示すように用紙タイプ制限と用紙サイズ制限を考慮した表示管理テーブルを
作成する。
【００８４】
　図１８は、実施形態２に係る、用紙選択画面に表示する給紙デッキの表示優先度を管理
するための表示管理テーブルの一例を示す図である。図１８において、用紙サイズや用紙
タイプの記載がなされているが、実際には表示優先度と給紙デッキＩＤの情報が表示管理
テーブルに登録されている。なお、この表示管理テーブルの情報は、ＣＰＵ４０１により
ＲＡＭ４０２に格納される。
【００８５】
　例えば図１８（Ａ）は、「タブ紙印字」モードが指定されたときの表示管理テーブルを
示している。ここでは「タブ紙印字」モードで使用可能なタブ紙を収容している給紙デッ
キＩＤが「３」「７」の給紙デッキの情報が優先度が高く、選択されている給紙デッキＩ
Ｄが「３」が最優先の給紙デッキとなっている。これにより図１４の１４１２で示すよう
に、用紙選択画面が表示される。
【００８６】
　また図１８（Ｂ）は、「表紙」モードが指定されたときの表示管理テーブルを示してい
る。ここでは「表紙」モードで使用可能な厚紙を収容している給紙デッキＩＤが「１」「
４」「９」「１０」の給紙デッキの情報が優先度が高く、選択されている給紙デッキＩＤ
が「１」が最優先の給紙デッキとなっている。これにより図１６の１６１２で示すように
、用紙選択画面が表示される。
【００８７】
　また図１８（Ｃ）は、用紙サイズがＬＴＲ或いはＡ４に指定された場合の表示管理テー
ブルを示している。ここではＬＴＲサイズの用紙を収容している給紙デッキＩＤが「３」
と「６」の給紙デッキ情報が最優先になっており、続いて、Ａ４サイズの用紙を収容して
いる給紙デッキＩＤが「７」「８」の給紙デッキ情報が格納されている。更に図１８（Ｄ
）は初期化された表示管理テーブルを示し、これは前述の図６に示す給紙デッキ管理テー
ブルの情報と同じである。
【００８８】
　再び図１７に戻り、Ｓ１７０６で用紙サイズの制限がないと判定した場合はＳ１７０８
に進み、ＣＰＵ４０１は、図１８（Ｂ）に示すように、用紙タイプ制限を考慮した表示管
理テーブルを作成する。
【００８９】
　一方、Ｓ１７０５で用紙タイプの制限がないと判定した場合はＳ１７０９に進み、ＣＰ
Ｕ４０１は、用紙サイズの制限があるか否かを判定する。Ｓ１７０９で用紙サイズの制限
があると判定した場合はＳ１７１０に進み、ＣＰＵ４０１は、図１８（Ｃ）に示すように
用紙サイズ制限を考慮した表示管理テーブルを作成する。一方、Ｓ１７０９で用紙サイズ
の制限がないと判定した場合はＳ１７１１に進み、ＣＰＵ４０１は、図１８（Ｄ）に示す
ように表示管理テーブルの初期化を行う。
【００９０】
　こうしてＳ１７０７，Ｓ１７０８，Ｓ１７１０，Ｓ１７１１のいずれかを実行するとＳ
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１７１２に進み、ＣＰＵ４０１は、給紙デッキの指定があるか否かを判定する。Ｓ１７１
２で給紙デッキの指定があると判定した場合はＳ１７１３に進み、ＣＰＵ４０１は、給紙
デッキＩＤと表示管理テーブルの情報とから用紙選択画面の表示ページ数Ｎを算出してＳ
１７１５に進む。一方、Ｓ１７１２で給紙デッキの指定がないと判定した場合はＳ１７１
４に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙選択画面の表示ページ数Ｎを「１」と決定してＳ１７１
５に進む。
【００９１】
　Ｓ１７１５で、ＣＰＵ４０１は、例えば図１４の１４１２や図１５の１５１２、図１６
の１６１２で示すように、用紙選択画面を操作部Ｉ／Ｆ４０６を介して操作部３０３に表
示させる。その後、Ｓ１７１６に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙選択画面のページ送りキー
が押下されたか否かを判定する。Ｓ１７１６で用紙選択画面のページ送りキーが押下され
たと判定した場合はＳ１７１８に進み、ＣＰＵ４０１は、表示ページ数Ｎが最大ページ数
ＭＡＸよりも小さいか否かを判定する。Ｓ１７１８で表示ページ数Ｎが最大ページ数ＭＡ
Ｘよりも小さいと判定した場合はＳ１７１９に進み、ＣＰＵ４０１は、Ｎに１を加えたペ
ージ数を表示ページ数ＮとしてＳ１７１５に処理を進める。一方、Ｓ１７１８で表示ペー
ジ数Ｎが最大ページ数ＭＡＸよりも小さくないと判定した場合、ＣＰＵ４０１はＳ１７１
５に処理を進める。
【００９２】
　一方、Ｓ１７１６で、用紙選択画面のページ送りキーが押下されていないと判定した場
合はＳ１７１７に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙選択画面のページ戻りキーが押下されたか
否かを判定する。Ｓ１７１７で用紙選択画面のページ戻りキーが押下されたと判定した場
合はＳ１７２１に進み、ＣＰＵ４０１は、表示ページ数Ｎが２以上であるか否かを判定す
る。Ｓ１７２１で表示ページ数Ｎが２以上であると判定した場合はＳ１７２２に進み、Ｃ
ＰＵ４０１は、Ｎから１を減じたページ数を表示ページ数ＮとしてＳ１７１５に処理を進
める。一方、Ｓ１７２１で表示ページ数Ｎが２以上でないと判定した場合、ＣＰＵ４０１
はＳ１７１５に処理を進める。
【００９３】
　またＳ１７１７で、用紙選択画面のページ戻りキーが押下されていないと判定した場合
はＳ１７２０に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙選択画面の「ＯＫ」キーが押下されたか否か
を判定する。Ｓ１７２０で用紙選択画面の「ＯＫ」キーが押下されたと判定した場合はＳ
１７２３に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙選択画面を閉じてＳ１７２４に処理を進め、モー
ドが設定された状態を示すコピー基本画面を表示する。
【００９４】
　一方、Ｓ１７２０で用紙選択画面の「ＯＫ」キーが押下されていないと判定した場合、
ＣＰＵ４０１はＳ１７１６に処理を進める。Ｓ１７２４で、ＣＰＵ４０１は、操作部３０
３のスタートキー５０３が押下されたか否かを判定する。Ｓ１７２４でスタートキー５０
３が押下されたと判定した場合、ＣＰＵ４０１はＳ１７２５に処理を進め、ＣＰＵ４０１
は、図１３に示す印刷処理を行って本処理を終了する。一方、Ｓ１７２４で操作部３０３
のスタートキー５０３が押下されていないと判定した場合、ＣＰＵ４０１は、Ｓ１７０１
に処理を進め、ユーザからの入力を待つ。
【００９５】
　以上説明したように実施形態２によれば、用紙選択画面において用紙タイプの制限や用
紙サイズの制限がある場合、先頭ページの用紙選択画面に、選択可能な用紙に対応する用
紙を収容している給紙デッキ情報を表示することができる。この結果、複数の給紙デッキ
の中からユーザが目的とする給紙デッキを素早く選択することが可能となる。これにより
、給紙段を選択する際のユーザの利便性及び作業効率を向上させることが可能となる。
【００９６】
　［実施形態３］
　本発明の実施形態３は、上述した実施形態１，２に対して、以下の点において相違する
。本実施形態３のその他の要素は、実施形態１（図３～図６）の対応するものと同一であ
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る。本実施形態３では、実施形態１，２との差異について説明するものとし、実施形態１
，２と同じ部分については説明を省略する。
【００９７】
　まず、画像形成装置の操作部３０３の表示部５０２に表示される各種画面について図１
９～図２３を参照して説明する。
【００９８】
　図１９は、実施形態３において、操作部３０３の設定／登録キー５０７を押下した際に
表示される設定／登録画面の画面遷移の一例を示す図である。
【００９９】
　１９１０で、ＣＰＵ４０１が設定／登録キー５０７が押下されたことを検出すると、１
９１１で示す設定／登録画面を表示する。尚、設定／登録画面１９１１は、用紙選択画面
のデフォルト表示の方法を設定変更するための画面である。１９１１には「設定なし」キ
ー１９０２、「用紙サイズのグループで表示する」キー１９０３、「用紙タイプのグルー
プで表示する」キー１９０４、「異なる用紙サイズを考慮する」キー１９０５、「異なる
用紙タイプを考慮する」キー１９０６が表示されている。また１９１１では、用紙選択画
面のデフォルト表示の方法として、例えば図７の７１１及び７１２に示すように、給紙デ
ッキＩＤの「１」～「１０」の順に表示する制御を行うため「設定なし」キー１９０２が
反転表示されている。
【０１００】
　１９１１において、ユーザが、１９０２～１９０６の何れかのキーを選択した後、画面
右下の「ＯＫ」キー１９０７を押下することで、ＣＰＵ４０１が、その選択された設定を
ＨＤＤ４０４に格納する。これにより、これ以降、用紙選択画面のデフォルト表示の方法
を切り替えることができる。また１９１１で、ＣＰＵ４０１が「キャンセル」キー１９０
１或いは「ＯＫ」キー１９０７が押下されたことを検出すると、設定／登録画面が閉じら
れる。
【０１０１】
　図２０は、実施形態３において、「用紙タイプのグループで表示する」モードが設定さ
れている場合の用紙選択画面の画面遷移の一例を示す図である。
【０１０２】
　コピー基本画面２０１０では、自動用紙選択モードが設定された状態にある。このコピ
ー基本画面２０１０で、ＣＰＵ４０１が「用紙選択」キー２００１が押下されたことを検
出すると、２０１１で示す用紙選択画面（１ページ目）を表示する。２０１１では、薄紙
、普通紙、厚紙、タブ紙、ＯＨＰのグループに分類されていることを示すため、給紙デッ
キ管理テーブルに登録された各給紙デッキの詳細情報がリスト形式で給紙デッキＩＤ「５
」→「２」→「１」→「１０」→「４」の順に表示されている。２０１１で、ＣＰＵ４０
１がページ送りキー２００３が押下されたことを検出すると、２０１２で示す用紙選択画
面（２ページ目）を表示する。
【０１０３】
　２０１２では、薄紙、普通紙、厚紙、タブ紙、ＯＨＰのグループに分類されていること
を示し、２０１１に続く、各給紙デッキの詳細情報がリスト形式で給紙デッキＩＤ「９」
→「７」→「３」→「６」→「８」の順に表示されている。２０１２で、ＣＰＵ４０１が
ページ戻りキー２００４が押下されたことを検出すると、２０１１の用紙選択画面（１ペ
ージ目）を表示する。２０１１もしくは２０１２で、ＣＰＵ４０１が「ＯＫ」キー２００
５が押下されたことを検出すると、用紙選択画面が閉じられてコピー基本画面２０１０に
戻る。
【０１０４】
　このように、「用紙タイプのグループで表示する」モードが設定されていると、収容し
ている用紙のタイプごとにまとまった形式で、給紙デッキ情報が表示される。
【０１０５】
　図２１は、実施形態３における、「用紙サイズのグループで表示する」モードが設定さ
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れている場合の用紙選択画面の画面遷移の一例を示す図である。
【０１０６】
　コピー基本画面２１１０では、自動用紙選択モードが設定された状態にある。コピー基
本画面２１１０で、ＣＰＵ４０１が「用紙選択」キー２１０１が押下されたことを検出す
ると、２１１１で示す用紙選択画面（１ページ目）を表示する。２１１１では、用紙サイ
ズＢ５，Ａ４，ＬＴＲ，Ｂ４，Ａ３のグループに分類されていることを示すため、給紙デ
ッキ管理テーブルに登録された各給紙デッキの詳細情報が給紙デッキＩＤ「２」→「５」
→「９」→「７」→「８」の順にリスト表示されている。２１１１で、ＣＰＵ４０１がペ
ージ送りキー２１０３が押下されたことを検出すると、２１１２で示す用紙選択画面（２
ページ目）を表示する。
【０１０７】
　２１１２では、用紙サイズＢ５，Ａ４，ＬＴＲ，Ｂ４，Ａ３のグループに分類されてい
ることを示し、２１１１に続く、各給紙デッキの詳細情報がリスト形式で給紙デッキＩＤ
「３」→「６」→「１」→「４」→「１０」の順に表示されている。２１１２で、ＣＰＵ
４０１がページ戻りキー２１０４が押下されたことを検出すると２１１１の用紙選択画面
（１ページ目）を表示する。また２１１１もしくは２１１２で、ＣＰＵ４０１が「ＯＫ」
キー２１０５が押下されたことを検出すると、用紙選択画面が閉じられてコピー基本画面
２１１０に戻る。
【０１０８】
　このように、「用紙サイズのグループで表示する」モードが設定されていると、収容し
ている用紙のサイズごとにまとまった形式で、給紙デッキ情報が表示される。
【０１０９】
　図２２は、実施形態３における、「異なる用紙タイプを考慮する」モードが設定されて
いる場合の用紙選択画面の画面遷移の一例を示す図である。
【０１１０】
　コピー基本画面２２１０では、自動用紙選択モードが設定された状態にある。コピー基
本画面２２１０で、ＣＰＵ４０１が「用紙選択」キー２２０１が押下されたことを検出す
ると、２２１１の用紙選択画面（１ページ目）を表示する。２２１１では、薄紙、普通紙
、厚紙、タブ紙、ＯＨＰの異なる用紙タイプを１ページ目に表示する。このため、給紙デ
ッキ管理テーブルに登録された各給紙デッキの詳細情報がリスト形式で給紙デッキＩＤ「
５」→「２」→「１」→「３」→「６」の順に表示されている。２２１１で、ＣＰＵ４０
１がページ送りキー２２０３が押下されたことを検出すると、２２１２の用紙選択画面（
２ページ目）を表示する。２２１２では、２２１１に続いて、給紙デッキ管理テーブルに
登録された各給紙デッキの詳細情報がリスト形式で給紙デッキＩＤ「４」→「７」→「８
」→「９」→「１０」の順に表示されている。２２１２で、ＣＰＵ４０１がページ戻りキ
ー２２０４が押下されたことを検出すると、２２１１の用紙選択画面（１ページ目）を表
示する。また２２１１もしくは２２１２で、ＣＰＵ４０１が「ＯＫ」キー２２０５が押下
されたことを検出すると、用紙選択画面が閉じられてコピー基本画面２２１０に戻る。
【０１１１】
　このように、「異なる用紙タイプを考慮する」モードが設定されていると、用紙選択画
面に、互いに用紙のタイプの異なる給紙デッキの情報が表示される。
【０１１２】
　図２３は、実施形態３における、「異なる用紙サイズを考慮する」モードが設定されて
いる場合の用紙選択画面の画面遷移の一例を示す図である。
【０１１３】
　コピー基本画面２３１０では、自動用紙選択モードが設定された状態にある。このコピ
ー基本画面２３１０で、ＣＰＵ４０１が「用紙選択」キー２３０１が押下されたことを検
出すると、２３１１の用紙選択画面（１ページ目）を表示する。２３１１では、互いに異
なる用紙サイズＢ５，Ａ４，ＬＴＲ，Ｂ４，Ａ３を１ページ目に表示する。このため、給
紙デッキ管理テーブルに登録された各給紙デッキの詳細情報がリスト形式で給紙デッキＩ



(18) JP 6170600 B2 2017.7.26

10

20

30

40

50

Ｄ「２」→「７」→「３」→「１」→「１０」の順に表示されている。２３１１で、ＣＰ
Ｕ４０１がページ送りキー２３０３が押下されたことを検出すると、２３１２で示す用紙
選択画面（２ページ目）を表示する。
【０１１４】
　２３１２では、２３１１に続いて、給紙デッキ管理テーブルに登録された各給紙デッキ
の詳細情報がリスト形式で給紙デッキＩＤ「４」→「５」→「６」→「８」→「９」の順
に表示されている。２３１２で、ＣＰＵ４０１がページ戻りキー２３０４が押下されたこ
とを検出すると、２３１１の用紙選択画面（１ページ目）を表示する。また２３１１もし
くは２３１２の画面で、ＣＰＵ４０１が「ＯＫ」キー２３０５が押下されたことを検出す
ると、用紙選択画面が閉じられてコピー基本画面２３１０に戻る。
【０１１５】
　このように、「異なる用紙サイズを考慮する」モードが設定されていると、用紙選択画
面に、互いに用紙サイズの異なる給紙デッキの情報が表示される。
【０１１６】
　次に、本実施形態３に係る画像形成装置における特徴的な処理手順について図２４のフ
ローチャートと図２５とを参照して説明する。
【０１１７】
　図２４は、実施形態３に係る画像形成装置の処理手順を示すフローチャートである。本
処理手順はコントローラユニット４００のＲＯＭ４０３もしくはＨＤＤ４０４に格納され
ており、ＣＰＵ４０１により必要時に実行される。
【０１１８】
　図２４において、まずＳ２４０１で、ＣＰＵ４０１は、コピー基本画面を表示している
状態で、ユーザからの入力待ちに移行する。ユーザから操作部３０３により入力が行われ
るとＳ２４０２に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙選択キーが押下されたかどうか判定する。
Ｓ２４０２で用紙選択キーが押下されて、用紙選択画面の表示指示があったと判定した場
合はＳ２４０３に進む。一方、Ｓ２４０２で用紙選択画面の表示指示がないと判定した場
合、ＣＰＵ４０１は、Ｓ２４２６に処理を進める。Ｓ２４０３で、ＣＰＵ４０１は、ＨＤ
Ｄ４０４から給紙デッキ管理テーブルの情報を呼び出す。そしてＳ２４０４に進み、ＣＰ
Ｕ４０１は、装着されている給紙デッキの数と用紙選択画面に表示可能な給紙デッキ情報
の数とから用紙選択画面の最大ページ数（ＭＡＸ）を算出する。
【０１１９】
　次にＳ２４０５に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙選択画面のデフォルト表示の方法として
、グループ表示が設定されているか否かを判定する。Ｓ２４０５でグループ表示が設定さ
れていると判定した場合はＳ２４０６に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙タイプのグループ表
示か否かを判定する。Ｓ２４０６で用紙タイプのグループ表示であると判定した場合はＳ
２４０７に進み、ＣＰＵ４０１は、図２５（Ａ）に示すように用紙タイプのグループを考
慮した表示管理テーブルを作成する。
【０１２０】
　図２５は、実施形態３に係る、用紙選択画面に表示する給紙デッキの表示優先度を管理
するための表示管理テーブルの一例を示す図である。
【０１２１】
　図２５（Ａ）は、図６の表示管理テーブルを、用紙タイプのグループを考慮した表示管
理テーブルに変更した例を示している。ここでは、薄紙、普通紙、厚紙、タブ紙、ＯＨＰ
の順に表示優先順位を設定している。
【０１２２】
　図２５（Ｂ）は、図６の表示管理テーブルを、用紙サイズのグループを考慮した表示管
理テーブルに変更した例を示している。ここでは、Ｂ５，Ａ４，ＬＴＲ，Ｂ４，Ａ３の順
に表示優先順位を設定している。
【０１２３】
　図２５（Ｃ）は、図６の表示管理テーブルを、異なる用紙タイプを考慮した表示管理テ
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ーブルに変更した例を示している。ここでは、薄紙、普通紙、厚紙、タブ紙、ＯＨＰに対
応する給紙デッキＩＤ「５」「２」「１」「３」「６」の給紙デッキ情報が１ページ目の
用紙選択画面に表示されるように設定されている。同様に、厚紙２、タブ紙１、ＯＨＰ、
厚紙２、厚紙１に対応する給紙デッキＩＤ「４」「７」「８」「９」「１０」の給紙デッ
キ情報が２ページ目の用紙選択画面に表示されるように設定されている。
【０１２４】
　図２５（Ｄ）は、図６の表示管理テーブルを、異なる用紙サイズを考慮した表示管理テ
ーブルに変更した例を示している。ここでは、Ｂ５，Ａ４，ＬＴＲ，Ｂ４，Ａ３に対応す
る給紙デッキＩＤ「２」「７」「３」「１」「１０」の給紙デッキ情報が１ページ目の用
紙選択画面に表示されるように設定されている。同様に、Ｂ４，Ｂ５，ＬＴＲ，Ａ４，Ｂ
５に対応する給紙デッキＩＤ「４」「５」「６」「８」「９」の給紙デッキ情報が２ペー
ジ目の用紙選択画面に表示されるように設定されている。
【０１２５】
　図２５（Ｅ）は、初期化された表示管理テーブルの情報を示し、これは図６の表示管理
テーブルに対応している。
【０１２６】
　尚、この表示管理テーブルの情報は、ＣＰＵ４０１により、ＲＡＭ４０２に格納される
。
【０１２７】
　再び図２４に戻り、Ｓ２４０６で用紙タイプのグループ表示でない、即ち用紙サイズの
グループ表示であると判定した場合はＳ２４０８に進み、ＣＰＵ４０１は、図２５（Ｂ）
に示すように用紙サイズのグループを考慮した表示管理テーブルを作成する。
【０１２８】
　一方、Ｓ２４０５でグループ表示が設定されていないと判定した場合はＳ２４０９に進
み、ＣＰＵ４０１は、用紙選択画面のデフォルト表示の方法として、異なる用紙タイプを
考慮するか否かを判定する。Ｓ２４０９で異なる用紙タイプを考慮すると判定した場合は
Ｓ２４１０に進み、ＣＰＵ４０１は、図２５（Ｃ）に示すように、異なる用紙タイプを考
慮した表示管理テーブルを作成する。またＳ２４０９で異なる用紙タイプを考慮しないと
判定した場合はＳ２４１１に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙選択画面のデフォルト表示の方
法として、異なる用紙サイズを考慮するか否かを判定する。Ｓ２４１１で異なる用紙サイ
ズを考慮すると判定した場合はＳ２４１２に進み、ＣＰＵ４０１は、図２５（Ｄ）に示す
ように、異なる用紙サイズを考慮した表示管理テーブルを作成する。またＳ２４１１で異
なる用紙サイズを考慮しないと判定した場合はＳ２４１３に進み、ＣＰＵ４０１は、図２
５（Ｅ）に示すように表示管理テーブルの初期化を行う。
【０１２９】
　こうしてＳ２４０７，Ｓ２４０８，Ｓ２４１２，Ｓ２４１３のいずれかを実行するとＳ
２４１４に進み、ＣＰＵ４０１は、給紙デッキの指定があるか否かを判定する。Ｓ２４１
４で給紙デッキの指定があると判定した場合はＳ２４１５に進み、ＣＰＵ４０１は、給紙
デッキＩＤと表示管理テーブルの情報とから、用紙選択画面の表示ページ数Ｎを算出する
。一方、Ｓ２４１４で給紙デッキの指定がないと判定した場合はＳ２４１６に進み、ＣＰ
Ｕ４０１は、用紙選択画面の表示ページ数Ｎを「１」と決定してＳ２４１７に進む。
【０１３０】
　Ｓ２４１７で、ＣＰＵ４０１は、図２０の２０１１や図２１の２１１１に示すような用
紙選択画面を操作部Ｉ／Ｆ４０６を介して操作部３０３に表示させる。そしてＳ２４１８
に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙選択画面のページ送りキーが押下されたか否かを判定する
。Ｓ２４１８で用紙選択画面のページ送りキーが押下されたと判定するとＳ２４２０に進
み、ＣＰＵ４０１は、表示ページ数Ｎが最大ページ数ＭＡＸよりも小さいか否かを判定す
る。Ｓ２４２０で表示ページ数Ｎが最大ページ数ＭＡＸよりも小さいと判定した場合はＳ
２４２１に進み、ＣＰＵ４０１は、Ｎに１を加えたページ数を表示ページ数ＮとしてＳ２
４１７に処理を進める。一方、Ｓ２４２０で表示ページ数Ｎが最大ページ数ＭＡＸよりも
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小さくないと判定した場合、ＣＰＵ４０１は、Ｓ２４１７に処理を進める。
【０１３１】
　またＳ２４１８で用紙選択画面のページ送りキーが押下されていないと判定した場合は
Ｓ２４１９に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙選択画面のページ戻りキーが押下されたか否か
を判定する。Ｓ２４１９で用紙選択画面のページ戻りキーが押下されたと判定した場合は
Ｓ２４２３に進み、ＣＰＵ４０１は、表示ページ数Ｎが２以上であるか否かを判定する。
Ｓ２４２３で表示ページ数Ｎが２以上であると判定した場合はＳ２４２４に進み、ＣＰＵ
４０１は、Ｎから１を減じたページ数を表示ページ数ＮとしてＳ２４１７に処理を進める
。一方、Ｓ２４２３で表示ページ数Ｎが２以上でないと判定した場合、ＣＰＵ４０１は、
Ｓ２４１７に処理を進める。
【０１３２】
　一方、Ｓ２４１９で用紙選択画面のページ戻りキーが押下されていないと判定した場合
はＳ２４２２に進み、ＣＰＵ４０１は、用紙選択画面の「ＯＫ」キーが押下されたか否か
を判定する。Ｓ２４２２で用紙選択画面の「ＯＫ」キーが押下されたと判定した場合はＳ
２４２５に進み、ＣＰＵ４０１は、その用紙選択画面を閉じて、Ｓ２４２６に処理を進め
る。一方、Ｓ２４２２で用紙選択画面の「ＯＫ」キーが押下されていないと判定した場合
、ＣＰＵ４０１は、Ｓ２４１８に処理を進める。Ｓ２４２６で、ＣＰＵ４０１は、操作部
３０３のスタートキー５０３が押下されたか否かを判定する。Ｓ２４２６でスタートキー
５０３が押下されたと判定した場合、ＣＰＵ４０１はＳ２４２７に処理を進める。一方、
Ｓ２４２６で操作部３０３のスタートキー５０３が押下されていないと判定した場合、Ｃ
ＰＵ４０１は、Ｓ２４０１に処理を進め、ユーザからの入力を待つ。そして、Ｓ２４２７
で、ＣＰＵ４０１は、図１３に示す印刷処理を行って、この処理を終了する。
【０１３３】
　以上説明したように実施形態３によれば、給紙デッキが用紙タイプ別や用紙サイズ別に
グループ分けされた用紙選択画面を表示することができる。また、用紙選択画面の先頭ペ
ージに異なる用紙サイズや異なる用紙タイプの用紙を表示することができる。この結果、
複数の給紙デッキの中からユーザが目的とする給紙デッキを素早く選択することが可能と
なる。これにより、給紙段を選択する際のユーザの利便性及び作業効率を向上させること
が可能となる。
【０１３４】
　［他の実施形態］
　上記実施形態１～３では、画像入力部及び画像出力部を有する画像形成装置（複写機や
複合機）を例に挙げたが、本発明はこれに限定されるものではない。本発明は、画像出力
部のみを有する画像形成装置（プリンタ）にも適用することができる。
【０１３５】
　上記実施形態２では、用紙タイプの制限や用紙サイズの制限がある機能として、タブ紙
印字、ＯＨＰ中差し、表紙を例に挙げたが、本発明はこれに限定されるものではない。画
像形成装置の仕様に応じた機能とすることができる。
【０１３６】
　以上複数の実施形態を説明したが、これら実施形態は適宜組み合わせて実施されても良
い。例えば、実施形態１では、ページ単位の表示にしているため、図８や図９で、選択さ
れている給紙デッキはＩＤの順番に従って表示されている。しかしながら実施形態２の図
１４や図１５のように、リストの先頭に表示するようにしてもよい。
【０１３７】
　また、実施形態２，３で、同じ用紙タイプの給紙デッキ情報ごとに表示する場合、その
表示順を、用紙サイズの小さい順、或いは大きい順となるように、ユーザが任意に登録で
きるようにしても良い。
【０１３８】
　また実施形態２、３で、用紙タイプのグループごとにリスト表示する場合、その表示順
を、坪量の小さい順、或いは坪量の大きい順となるように、ユーザが任意に登録できるよ



(21) JP 6170600 B2 2017.7.26

10

うにしても良い。
【０１３９】
　（その他の実施形態）
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（又はＣ
ＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
【符号の説明】
【０１４０】
　３０１…スキャナ、３０２…プリンタ、３０３…操作部、３０４…フィニッシャ、３０
５…給紙アクセサリ、４００…コントローラユニット、４０１…ＣＰＵ、４０２…ＲＡＭ
、４０３…ＲＯＭ

【図１】 【図２】

【図３】



(22) JP 6170600 B2 2017.7.26

【図４】 【図５】

【図６】 【図７】



(23) JP 6170600 B2 2017.7.26

【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】



(26) JP 6170600 B2 2017.7.26

【図２０】 【図２１】

【図２２】 【図２３】
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【図２４】 【図２５】
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